
健康について関心をもち、
心豊かに生きぬいていこうとする

生徒の育成
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健康推進学校の概要健康推進学校の概要

心身の健康推進に通じることが包含されている。

→本校の校訓「行学一体」の精神を具現化

→健康学校の推進に通じる



健康推進学校の概要

研究主題

本校の校訓「行学一体」の精神を具現化

→健康学校の推進に通じる

学校教育全般を通して組織的・効果的に
保健・体育・食・安全に関する指導の充実をはかる

・健康について関心をもち，心豊かに生きぬいて
いこうとする生徒を育成する。
・健康推進の観点から，校訓『行学一体』の具現
化を試みる。



健康推進学校の概要健康推進学校の概要
・健康について関心をもち，心豊かに生きぬいていこうと
する生徒を育成する。
・健康推進の観点から，校訓『行学一体』の具現化を試

みる。

校訓「行学一体」の精神を基盤に，各教科や道
徳・総合的な学習の時間・特別活動といったあら
ゆる学校教育活動の場面で保健・体育・食・安全
に関する指導を充実させることで，耐力が高まり，
心豊かに生き抜いていこうとする生徒が育つであ
ろう。

研究の仮説



健康推進学校の概要健康推進学校の概要

① 心づくり・体づくり
＝学校保健の充実

② 体づくり・心づくり
＝学校体育の充実

③ 生活づくり
＝食育の充実・学校安全の推進

研究の構想 〰３つの柱〰



健康推進学校の構想健康推進学校の構想

○命を大切にする心の育成
○心身の問題の早期発見・対処と心の健康づくり
○健康の保持増進に必要な知識・技能の習得

保健指導

各教科の指導

委員会（啓発活動・環境整備）

道徳

心づくり・体づくり
＝ 学校保健の充実



健康推進学校の構想健康推進学校の構想

○心豊かで実行力のある人格の形成
○教科体育の充実
○体育的行事の充実
○部活動の充実

各教科の指導
部活動
学校行事

総合的な学習の時間

体づくり・心づくり
＝ 学校体育の充実



健康推進学校の構想健康推進学校の構想

生活づくり
＝食育の充実
＝学校安全の推進

○食に関する指導の充実
○学校安全の推進

各教科の指導

委員会（啓発活動）



健康推進学校の概要健康推進学校の概要

研究の構想 〰３つの柱〰

① 心づくり・体づくり
＝学校保健の充実

② 体づくり・心づくり
＝学校体育の充実

③ 生活づくり
＝食育の充実・学校安全の推進

基盤：校訓『行学一体』の精神

健康について関心をもち,
心豊かに生きぬいていこうとする生徒



健康推進学校の実際健康推進学校の実際

心づくり・体づくり＝ 学校保健の充実

学校保健計画の見直し

従来の学校経営案の記載に加えて・・・

「健康教育推進活動」を明記
・生涯を通じて健康で安全な生活を送るための基礎
の育成
・組織的，効果的な生徒の保健管理と安全管理
・日常における健康的な生活習慣の確立

→生徒の保健委員会の活性化
・学級活動における健康・安全指導の充実

→各指導内容を1時間ずつ実施



健康推進学校の実際健康推進学校の実際

心づくり・体づくり＝ 学校保健の充実

保護者に学校での保健指導の実態を理解してもらう機会になる
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生活習慣アンケートの実施とその活用



健康推進学校の実際健康推進学校の実際

心づくり・体づくり＝ 学校保健の充実

生徒保健委員会の活動の充実
年間目標 健康管理に気をつけよう！ 

常時活動 健康観察，手洗い用石鹸の補充・清掃，換気，背面黒板の記入 

呼びかけ よりよい生活習慣を送る呼びかけ，風邪予防の呼びかけ 

月別活動 （４月）   手洗い・朝食・ハンカチについてポスター作成 

（５月）   生活習慣アンケートの実施 

（６月）   ぴかぴかトイレ大作戦～美化委員と共同による～ 

（６月・１月）手洗い・ハンカチの点検活動 

（８・９月） けが予防ポスターの作成 

（１０月）  風邪予防ポスターの作成，文化祭の体験ブース 

（１１月）  生活習慣アンケートの実施 

（１月）   手洗い・窓あけの点検活動 

 



健康推進学校の実際健康推進学校の実際

心づくり・体づくり＝ 学校保健の充実

生徒保健委員会の活動の充実



健康推進学校の実際健康推進学校の実際

心づくり・体づくり＝ 学校保健の充実

熱中症対策講座，薬物乱用防止教室の実施



健康推進学校の実際健康推進学校の実際

心づくり・体づくり＝ 学校保健の充実

いのちの尊重推進事業の実施



心づくり・体づくり＝ 学校保健の充実

特色ある学校づくりから 合唱の取り組み

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



心づくり・体づくり＝ 学校保健の充実

挨拶運動を中心とした愛校運動の推進

昇降口での挨拶運動 週番になった委員会と担当教師

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



心づくり・体づくり＝ 学校保健の充実

ボランティアの募集

平成２３年度は154名が参加 予想以上のボランティアの参
加で驚きました｡プール清掃
はあまり目立たない活動で
すが必ず誰かがやらなくて
はいけない仕事です｡それだ
け大変な仕事ですが，全校
生徒の皆さんに気持ちよく
プールに入ってもらえたら頑
張ってやったかいがあります。

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



心づくり・体づくり＝ 学校保健の充実

読書活動の推進

教員のローテーションで
読み聞かせ

学校図書館司書と教員の
読み聞かせ

１年生 ２年生

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



体づくり・心づくり＝ 学校体育の充実

学校経営案より（抜粋）
学校の教育活動全体を通して体育的活動の指導を適切に行う。
（ア）体力の向上及び心身の健康・安全の保持増進
（イ）体育的活動の促進
（ウ）規律ある集団行動の徹底と習慣化
実践計画の概要
・より体力，技能が向上する授業の工夫
・生涯体育の基礎づくり
・儀式的行事，朝礼や旅行・集団宿泊的行事等の活動におけ
る適切な集団行動

健康推進学校の実際健康推進学校の実際

学校体育計画



体づくり・心づくり＝ 学校体育の充実

全校体制で取り組む
・一人一種目の競技参加が原則
・心身の鍛練に大きく寄与
・演技応援を３年生が中心となって
下級生に教える
・テーマの「気魄」のもと生徒の手で
作り上げる

健康推進学校の実際健康推進学校の実際

体育大会 ①



体づくり・心づくり＝ 学校体育の充実

体育大会にむけた長縄の練習

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



体づくり・心づくり＝ 学校体育の充実

体育大会 ③

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



体づくり・心づくり＝ 学校体育の充実

部活動の充実 ①

学校としての目標

・自主性を養う

・強い精神力・体力の養成と，技能の向上

・上級生と下級生のよい関係づくり

・技能だけでなく，日常生活での様々な面での向上

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



体づくり・心づくり＝ 学校体育の充実

部活動の充実 ②

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



体づくり・心づくり＝ 学校体育の充実

部活動の充実 ③

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



生徒体育委員会の活動

体づくり・心づくり＝ 学校体育の充実

年間目標 全力疾走 ～燃える魂をもって～

常時活動 体育器具・道具の管理，体力づくりの日のＰＲ

呼びかけ 週１回の挨拶活動，プール清掃，球技大会の立案・準
備・運営

月別活動 （４月～３月）体力づくりの日ＰＲ運動
（４月） プール清掃
（５月） 体力テスト準備
（６・７月） バドミントン大会
（９月） 体育大会準備
（１０月） ドッジボール大会
（２・３月） 生活習慣アンケートの実施

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



生徒体育委員会の活動

体づくり・心づくり＝ 学校体育の充実

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



生活づくり＝ 食育・学校安全の充実

朝食アンケートの実施

健康推進学校の実際健康推進学校の実際

６　朝食を食べると、どのような効果が１番あると思いますか。
　①１日のエネルギ－のもとになる
　②脳の働きがよくなる   （人）
　③からだが目覚める
　④健康によい
　⑤体の成長に役立つ
　⑥あまり効果はない

① 292
② 170
③ 40
④ 34
⑤ 20
⑥ 12

結果の考察
　多くの生徒たちが朝食の大切さを認識できています。そのため朝食を毎日規則正
しくとっている生徒がたくさんいます。家庭での食育や健康管理がよくなされてい
ると思います。
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生徒給食委員会の活動

生活づくり＝ 食育・学校安全の充実

年間目標 給食の時間が守れるように配膳室での準備や片付けを
素早くする。

常時活動 配膳室での準備・後片付け・清掃・完食の呼びかけ
時間を守って配膳するように呼びかける

呼びかけ 挨拶活動，今月の旬の野菜のＰＲ活動

月別活動 （６月・１月）残菜調査
（７月・１２月・３月） 配膳台の清掃活動
（１１月）バラエティランチの準備
（１月） 「学校給食週間」の実施
（２月） 給食感謝の会

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



生徒給食委員会の活動 平成21年度実践

生活づくり＝ 食育・学校安全の充実

６月に５日間の残菜調査を行いました。　結果を報告します。
※各調査日に３種類調査しました。

残菜 １－１ １－２ １－３ １－４ １－５ １－６

大 ０ 0 1 0 0 0

中 ３ 5 1 6 2 0

小 ９ 4 3 3 9 0

ゼロ ３ 5 10 6 4 15

残菜 ２－１ ２－２ ２－３ ２－４ ２－５

大 0 1 0 0 0

中 0 3 3 8 0

小 0 9 8 4 3

ゼロ 15 2 4 1 12

残菜 ３－１ ３－２ ３－３ ３－４ ３－５

大 0 0 0 0 1

中 0 0 0 0 0

小 0 0 0 1 0

ゼロ 15 15 15 14 14

残菜調査集計

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



学校栄養職員と連携した食育の充実

生活づくり＝ 食育・学校安全の充実

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



安全教育の推進 連れ去り防止教室

生活づくり＝ 食育・学校安全の充実

目的 生徒の防犯意識を高める
護身術を学び，危険が近づいた場面の対処方法を学ぶ

方法 愛知署生活安全課職員を講師を講師として実施
前半は講義，後半に護身術

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



安全教育の推進 情報モラル教室

生活づくり＝ 食育・学校安全の充実

目的 情報モラルに対する意識を高める
情報社会の危険性について理解させる

方法 県警サイバー犯罪対策室職員を講師として実施
前日に警察から借りたＤＶＤを全校で視聴

「インターネットは自分や友だちだけでなく
知らない人も見える。だから書き込みする
前には落ち着いて考えることが必要だと思
いました。」「自分は携帯電話の使い方を分
かっているつもりでしたが，気軽にいろいろ
なサイトにアクセスしていました。怖いこと
をしていたと思います。これを機会に携帯
の使い方を見直そうと思いました。」

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



現職教育における研修 心肺蘇生法・救助袋活用法の研修

生活づくり＝ 食育・学校安全の充実

方法 市消防署救助隊の方を講師として実施
内容 万が一の際の生徒の命を救うことを想定して研修

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



現職教育における研修 食育の研修

生活づくり＝ 食育・学校安全の充実

方法 本校栄養職員を講師として実施
内容 教師自身が自分の食生活を振り返るとともに、中学生に

対する食育のポイントを学ぶ

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



現職教育における研修

生活づくり＝ 食育・学校安全の充実

平成２１年度
４月 グループワークトレーニング（講師 総合教育センター職員）
６月 ＡＥＤ・新避難所マニュアル研修
９月 担任でできる合唱指導（講師 本校音楽部の教員）
１０月 食育に関する研修（講師 本校栄養職員）
平成２２年度
４月 グループワークトレーニング（特選論文に基づいた実践報告）
５月 ＡＥＤ・新避難所マニュアル研修
７月 保健体育の研究授業 （女子柔道）
８月 担任が行う体育大会指導（講師 本校体育部の教員）

救急研修（講師 養護教諭）

健康推進学校の実際健康推進学校の実際



考察考察

○ 生活習慣アンケートの実施
→健康推進の重点にすべきことが見えてきた。

○ 生徒保健委員会の活動が活発になってきた。
→特に啓発的な活動をして発信する場面が出てきた。

○ 特色ある学校づくりで、全校体制の合唱・生徒で作り上げ
る体育大会・ボランティア活動は、心づくりに有効である。
→練習時間の確保，指導のノウハウを先輩教師から若い
先生に伝えていくことが課題

○ 読書活動の場でも思いやりの心を育てる試みをした
→学校のあらゆる教育活動の場面で進めていきたい。

１ 心づくり・体づくり＝学校保健の充実について



２ 体づくり・心づくり＝学校体育の充実について

○ 部活動について
→「行学一体」の精神から，技能の向上だけでなく，心の成
長につなげていくよう今後も心がけて進めていく。
生徒会行事とも連携して部活動を盛り上げていく。
小中連携の一環で６年生に部活動を見学してもらうこと

は好評だった。今後も成果を検証していく。
○ 生徒体育委員会の活動
→体力づくりをＰＲする活動や活動の場を広げる試みは好
評。今後も成果を検証していく。

考察考察



３ 生活づくり＝食育の充実・学校安全の推進について

○ 給食委員会の活動
→食に対する関心を高める活動が活性化。
生徒も意義を感じて取り組んでいる。

○ 安全にかかる啓発活動
→その都度，生徒の意識を変容させ効果がある。
学級担任を中心に体験的活動や外部の指導者から学んだこ
とを実践へとつなげていく指導をすすめていきたい。

考察考察


